
環境システム・セミナー 

「低炭素・循環型社会に向けた環境評価技術」 

 

 低炭素・低環境負荷そして循環を基調とした社会システムを構築することは，現代社会の重要なテー

マであり，このような社会システム構築に向けた要素技術の開発や仕組み作りの提案が多方面で展開さ

れています。このような社会的状況のもと，環境システム分野の重要なテーマとして，これら開発技術

や提案に対する環境面での評価手法の開発が進められてきました。これらの環境評価技術は複雑で難し

い理論等によって構築されているため，利用は非常に難しいものとの考えられています。しかし，環境

評価手法のいくつかは，利用の利便性を考慮した簡易手法やデータベースの構築が進んでいるため，比

較的容易で単純な計算で評価指標値の算出が可能になりつつあります。 

 本セミナーは，環境評価については未経験の技術者や環境問題に興味のある一般の方を対象として，

難しい理論に基礎をおくものの，比較的簡易に適用可能な環境評価手法を実務に携わる技術者が行った

ケーススタディを利用して参加者に体感していただくことを主眼に企画したものです。 

 

●主催  土木学会（担当 環境システム委員会） 

●日時  平成 21 年 9 月 18 日（金） 13:30～17:00 

●場所  土木学会講堂 

●定員  80 名（先着順） 

●参加料 無料 

●プログラム（発表者は予定です。都合により変更する場合があります。） 

13：30～13：35 開会挨拶  

13：35～13：55 総論 藤田壮（東洋大学・国立環境研） 

13：55～14：15 資源循環の環境評価 靏巻峰夫（和歌山工業高等専門学校） 

14：15～14：35 水循環の環境評価 中島古史郎（積水化学工業） 

14：35～14：55 道路交通から発生する CO2のエコドライブによる削減 柳沢満夫 

                                （フリーコンサルタント） 

14：55～15：15 都市再開発の環境評価 漆崎昇（大林組） 

 休憩 

15：25～15：45 都市域における生物多様性評価 那須守（清水建設） 

15：45～16：05 GIS 情報の活用と環境評価 村野昭人（東洋大学） 

16：05～16：25 環境価値の経済評価 檀智之（八千代エンジニヤリング） 

16：25～16：55 質疑 

16：55～17：00 閉会挨拶 

●申込方法 

 土木学会ホームページ（http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp）より専用フォ

ームにてお申込下さい。申込みが完了すると確認メールが届きます。そのメールが参加券にな

りますので、印刷して当日ご持参下さい。 

●申込締切 9 月 17 日(木） 

 定員に達した場合には受付を終了致しますのでご了解ください。 

 



●問い合わせ 

 セミナーの内容に関して 

   土木学会環境システム委員会 当セミナー担当 

    和歌山工業高等専門学校環境都市工学科 鶴巻（tsurumaki@wakayama-nct.ac.jp）宛 

 参加申込に関して 

    土木学会研究事業課 （行事担当：佐々木） 

            TEL 03-3355-3559／FAX 03-3355-5278 

            住 所 〒160-0004 東京都新宿区四谷１丁目（外濠公園内） 

●ＣＰＤ：このセミナーは建設系 CPD 協議会の認定プログラムです。 
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